	乙論文


	            （論文提出による場合）


○　学位を申請するときは、次の書類に論文審査手数料８万円（手数料領収書）を添え、教育支援課大学院係まで提出すること。
（１）学位授与申請書（８万円の手数料領収書を添付）                        １通
　　　　※①請求書を教育支援課大学院係で受け取り、②本学附属病院内の料金支払

窓口で支払い、③領収書を教育支援課大学院係に提出。

（２）本大学院教授による論文提出者に関する調査書                          １通
（３）博士論文審査資料（記載例を参照）                                    １通
（４）論文目録（横書）（Ａ４）（記載例を参照）                              １通
（５）履歴書（記載例を参照）                                              １通
（６）論文目録（縦書）（Ａ４）                                             １通
（７）学外における研究証明書（学外において研究歴がある場合）              １通
（８）最終学校の卒業証明書（本大学卒業者を除く。）                         １通
（９）主論文                                                              ５部
　　　　主論文の1ページ目（写し）                                          １部
（10）論文内容の要旨（Ａ３、1,500字程度）（記載例を参照）         　　　　５部

（文字が表になるよう二つ折りして提出）

※提出された「論文内容の要旨」は、本学リポジトリで公表します。

（11）副論文（副論文がある場合）                                          ５部
　　　　副論文の表紙ページ（写し）                                          １部
（12）主論文・論文内容の要旨・副論文のPDFファイル、申請書類（上記（１）～（６）及び
（14））のWordファイルを保存した電子媒体  　　　　　　 　　　　　　　　　１部
（13）参考論文（３編以上）　　　　                               　 各編　４部
（14）博士論文公表に係る確認書                       　　　　　　         １部

（15）eAPRIN　カリキュラム修了証（標準コースAB　2024）                 1部
	記入上の注意


  　
    １  (６)論文目録の「冊数」は、記入しないこと。
    ２  申請書・履歴書の「氏名」は、学位記作成のもとになるので、略字は

　用いないこと。
○　申請締切日 は、「＜その他＞１　審査年間表」を確認して下さい。
５―(5)―１

論文提出により学位を申請される先生方へ

○  学位申請を行うには、所定の研究歴を満たし、かつ、外国語試験に合格していることが必要です。
    学位授与に至る過程は、学位審査手続きの流れに図示してありますので、申請後は御自分がどの段階にいるかを確認して下さい。
    申請者が自ら出席していただくのは、次のとおりです。
	
	区　　分
	事務担当部局
	摘　　　　　　　　　要

	
	学術集談会
	教育支援課
大学院係
	当番教室が運営に当たる。

	
	学力確認
	
	集談会で口演後、同日中に論文関連分野等
について試問が行われる。

	
	学位記授与
	
	６月、１２月


○  これらの日時・場所は、事前に教育支援課大学院係から各教室へ通知等しますので、学位申請中は教室と連絡を密にして下さい。
    学位記授与の日時を除き、教育支援課大学院係から個別の連絡はしませんので、学会・出張などと重ならないよう、御注意願います。
○  必要書類は丁寧に記入して下さい。審査委員会等の委員もそれにより審査されますし、一件終了後は、本学で保存、閲覧することになりますので、乱雑にならないよう注意して下さい。
  （付　記）
１  学位申請に必要な研究歴
	区　　分
	大学の医・歯
学部卒業者
	医・歯学の隣接科学
に係る大学院博士又
は修士課程修了者
	医・歯学以
外の大学の
学部卒業者
	その他の者

	基礎医学
	５年以上
	５年以上
	７年以上
	大学院医学研究科教授
会議が認める研究歴

	臨床医学
	６年以上
	６年以上
	８年以上
	


　　注1)本学附属病院研修医の研究歴カウントは平成１５年度までです。（なお、平成１６年３月３１日までに研修医になられた場合は、研究歴にカウントされます。）

 　 注2)平成１１年度以降新たに本学研修員になられた場合は、研究歴とはなりません。（研究歴として認められるのは３年以内です。）
    注3)本学以外の研究従事期間を研究歴として加える場合、学外における研究証明書が必要です。（詳細は学位申請に当たっての注意事項に記載）
    ※研究歴について不明な方は、教育支援課大学院係へお問い合わせ下さい。
２  外国語試験
  (1) 外国語試験は、年２回行われ、実施の３０日前までに公示することになっています。
  (2) 試験科目は英語（英文和訳、和文英訳）で、受験に際し、辞書（英和辞典、和英辞典）の持ち込みが認められます。
  (3) 受験資格は、学位申請に要する研究歴到達見込みの３年前からです。
  (4) 昭和６１年１２月までに各教室ごとに行われた語学試験の合格者は、現行の外国語試験合格者として取り扱われます。
５―(5)―２
学位申請者へ
　　学位申請に係る主論文が、予備審査を受け投稿可能となった論文での学位
　申請の場合、学位審査（集談会）での審査委員３名のうち１名は、予備審査
　委員長が審査委員になることになっています。
    従って、学位申請の際には、指導教授及び予備審査委員長であった教授の
　予定を確認の上、申請手続きを行うこと。
５―(5)―３
	受　付　番　号
	乙 第　　　　号
	報　告　番　号
	乙 第　　　　号
	

	学　　位　（博　　士）  授　　与　　申　　請　　書

	       　 　　  主論文         １  編    （別紙目録のとおり）
      　　　　  参考論文            編    （別紙目録のとおり）
        　　貴大学学位規程に基づき博士論文を提出いたしますので、御審査の上、博士の学位を
      　　授与くださいますよう申請します。
                  年　　月　　日
            京都府立医科大学長                          様
                                  現住所
 氏　　名        　                印

	領　　　収　　　書　　　貼　　　付　　　欄

	領　　　収　　　書　　　貼　　　付　　　欄

	領　　　収　　　書　　　貼　　　付　　　欄


５―(5)―４
論文提出者に関する調査書

	１　申請者氏名
	

	２　履　　　歴
	別添のとおり

	３　最終学歴
	

	４　性　　　質


	

	５　素　　　行
	

	６　人　　　格
	

	７　研究態度
	

	８　研究経過
	

	９　主論文題名
	

	１０　その他

	


上のとおり報告する

年　　　月　　　日

教　授　名　　　　　　　　　　　　　　印

５―(5)―５

	
	
	博　士　論　文　審　査　資　料
	第１回審査

第２回審査
	・

・

	受　付

月　日
	
	ふりがな

論　文

提出者
	
	指導教授

紹介教授
	　　　　　　　教授

	
	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（満　　　歳）
	
	

	受　付番　号
	乙　第　　　　号
	現住所
	
	審　査

教　授
	・　　　・


略　　　歴

	年　号
	年
	月
	学　　　歴、　　　職　　　歴、　　　免　　　許

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


５―(5)―６

論　文　目　録 
                                                                                                 　　　　　　　　　　　　　　　　
	【雑誌】　　　　　　　　　　　著者名（全著者名）．
	題　 　　　　　　　　　　　　　　名．
	雑　　　　誌　　　　名
	年号;巻；ページ

	【単行本】　　　　　　　　　　　著者名（全著者名）．
	題　　　　名．　編　集　者　名．
	書名．発行地名：発行所名．
	年　 号；ページ

	（主論文）
	
	
	

	（副論文）


	
	
	

	参考論文（　　  編）
 １）
	
	
	

	 ２）
	
	
	

	 ３）
	
	
	

	 ４）
	
	
	

	 ５）
	
	
	

	 ６）
	
	
	

	 ７）
	
	
	

	 ８）
	
	
	

	 ９）
	
	
	

	 10）
	
	
	


５―(5)―７

履　　　歴　　　書
	報　告　番　号
	乙　第　　　　　　　　　　号　
	

	ふ　り　が　な
	
	男 ・ 女
	

	氏　　　名
	
	
	

	生年月日
	年　　　　月　  　　日
	

	現  住  所
	
	

	最　    　　　終　　    　　学　    　　　歴
	

	　　年 　月　 日
	
	

	　　年　 月 　日
	
	

	研　  　　究　  　　歴
	

	　　年 　月　 日
	
	

	　　年 　月　 日
	
	

	　　年 　月　 日
	
	

	　　年 　月　 日
	
	

	　　年 　月　 日
	
	

	　　年 　月　 日
	
	

	　　年 　月　 日
	
	

	職　　　　　　　　　歴
	

	年　 月   日
	
	

	　　年　 月   日
	
	

	　　年 　月　 日
	
	

	　　年　 月   日
	
	

	　　年　 月　 日
	
	

	　　年　 月   日
	
	

	　　年　 月   日
	
	


５―(5)―８
（様式４）※Ａ４判で提出してください。

論　文　目　録

京都府立医科大学

	報　告　番　号
	乙第　　　　号
	氏　　名
	

	主　　論　　文

	題　　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

（日本語訳）

	発表雑誌名
	

	刊行巻号年月
	

	副　　論　　文

	題　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

	発表雑誌名
	

	刊行巻号年月
	

	参　考　論　文

	題　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

	発表雑誌名
	

	刊行巻号年月
	

	題　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

	発表雑誌名
	

	刊行巻号年月
	

	題　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

	発表雑誌名
	

	刊行巻号年月
	

	
	５―(5)―９

	※Ａ４判で提出してください。

※参考論文が４編以上になる場合

	題　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

	発表雑誌名
	

	刊行巻号年月
	

	題　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

	発表雑誌名
	

	刊行巻号年月
	

	題　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

	発表雑誌名
	

	刊行巻号年月
	

	題　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

	発表雑誌名
	

	刊行巻号年月
	

	題　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

	発表雑誌名
	

	刊行巻号年月
	

	題　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

	発表雑誌名
	

	刊行巻号年月
	

	題　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

	発表雑誌名
	

	刊行巻号年月
	


５―(5)―10

博士論文公表に係る確認書

私が執筆した博士論文については、出版社の著作権ポリシーにより、全文のインター

ネットによる公表ができませんので、要約（論文内容の要旨）による公表を希望します。

（論文名）


※博士論文が専門学術誌のホームページに掲載されている場合は、当該ホーム
ページのＵＲＬを記載してください。
（京都府立医科大学のホームページに要約と併せてＵＲＬを掲載します。）

ＵＲＬ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和　　年　　月　　日

                                    所　　属
                                    氏　　名                            印
５―(5)―11
	
	
	博　士　論　文　審　査　資　料
	第１回審査

第２回審査
	・

・

	受　付

月　日
	
	ふりがな

論　文

提出者
	　　　おつ　　の　　　じ　　ろう
	指導教授

紹介教授
	田中　太郎　教授

	
	
	
	乙野二郎　　（満３５歳）
	
	

	受　付番　号
	乙　第　　　　号
	現住所
	京都市上京区河原町通広小路上る梶井町４６５
	審　査

教　授
	
・　　　・


略　　　歴

	年　号
	年
	月
	学　　　歴、　　　職　　　歴、　　　免　　　許

	平成
	１０
	３
	京都府立医科大学医学部医学科卒業

	〃
	１０
	５
	　医師国家試験に合格、医籍に登録される。（第０１２０４４号）

	〃
	１０

１２
	５

３
	

	〃
	１２

１４
	４

３
	同　　　　　上　　　修練医（　〃　）     

	〃
	１４

１６
	４

３
	京都府立医科大学研修員（小児科学）・京都第一赤十字病院勤務（小児科）　

	〃
	１６
	４
	同　　　　　上　　　助　手（小児発達医学）　　

	
	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現在に至る。

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


注）　ワープロ等により作成すること。

論　文　目　録 

                                                                                                 　　　　　　　　　　　　　　　　
	【雑誌】　　　　　　　　　　　著者名（全著者名）．
	題　 　　　　　　　　　　　　　　名．
	雑　　　　誌　　　　名
	年号;巻；ページ

	【単行本】　　　　　　　　　　　著者名（全著者名）．
	題　　　　名．　編　集　者　名．
	書名．発行地名：発行所名．
	年　 号；ページ

	
（主論文）　乙　野　二　郎．
	ヒト・多核白血球の諸機能に与えるヒト・インターフェロンの影響．
	京都府立医科大学雑誌
	１９８０；８９：

４３９－４４４．

	（副論文）　　　※ある場合のみ記載。主論文と対となる論文。
	
	

	

	参考論文（　　  編）　　　記入のこと
	妊娠血液中4-Hydrozyestradiolの測定．
	京都府立医科大学雑誌
	１９９１；１００：

９５３－９６１．

	１）

	内藤和世，本庄英雄，戸部　諭，荻野芳夫，山本　宝，
藤井陽一，難波敏夫，乙野二郎．　
	
	
	

	２）

	Ｙｏｕ　ＣＨ，Ｌｅｅ　ＫＹ，Ｃｈｅｙ　ＲＹ，

Ｍｅｎｇｕｙ　Ｒ，Ｏｔｓｕｎｏ　Ｊ．
	Blectrogastrographic  study  of  patients  with  unexplained  nausea,  bloating

and  vomiting．
	Ｇａｓｔｒｏｅｎｔｅｒｏｇｙ
	１９８９；７９：

３１１－３１４．

	３）
	乙野二郎．
	気管支造形．　金上春夫　編．
	新しい検査方法からみた呼吸器疾患

の診断．

東京：克誠堂出版．
	１９９０；

９５－１００．

	４）

	Ｗｅｉｎｓｔｅｉｎ　Ｌ，Ｓｗａｒｔｚ　ＭＮ，

　　　

Ｏｔｓｕｎｏ　Ｊ．


	Pathologic  properties  of  invading  microorganisms．

In:  Sodeman  WA  Jr.  Sodem  WA.  editors.
	Pathologic  physiology:  mechanisims

of  disease.

Philadelphia:  Saunders．
	１９９１；

４５６－４７２．

	５）
	注）英語で著書名を記入の時、姓名の名を頭文字のみに省略してください。
	
	
	

	６）
	
	
	
	

	７）
	
	
	
	

	８）
	
	
	
	

	９）
	
	
	
	

	10）
	
	
	
	


	履歴書（様式３）の書き方


次のような履歴の持主がいたとします。

	８．５．２９
	京都府立医科大学附属病院研修医（第二内科）

	１０．３．３１
	

	１０．４．１
	済生会京都府病院へ→研修員の手続をする

	１１．３．３１
	

	１１．４．１
	京都府立医科大学附属病院修練医（第二内科）

	１２．３．３１
	

	１６．４．１～
	現在まで　湖北総合病院へ→研修員の手続をする




上記の場合、研修員を除いて、研究歴、職歴とも同じ表記になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「研究歴」の欄には研修員と、

研修員の場合は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「職歴」の欄には○○病院勤務と書く。

※　研修医の場合、始まりは医籍登録日からです。

※　大学所属の場合、（　）の中は○○学、病院所属の場合は○○科、

と表記を使い分けます。

　　　　　　　　　　　　　　　

さあ見本を御覧ください。

様式３（履歴書）

履　　　歴　　　書
	報　告　番　号
	第　　　　　　　　　　号

	ふ　り　が　な
	
	男 ・ 女

	氏　　　名
	
	

	生年月日
	年　　　　月　  　　日

	現  住  所
	

	最　    　　　終　　    　　学　    　　　歴

	平成
	８
	年
	３
	月
	31
	日
	京都府立医科大学医学部医学科　卒業

	平成
	16
	年
	３
	月
	31
	日
	京都府立医科大学大学院医学研究科統合医科学専攻の博士課程を単位修得の上退学

	研　  　　究　  　　歴　　　　　医籍登録日です

	平成
	８

10
	年
	５

３
	月
	29

31
	日
	京都府立医科大学附属病院研修医（第二内科）

	平成
	10

11
	年
	4

３
	月
	1

31
	日
	京都府立医科大学研修員（第二内科学）

	平成
	11

12
	年
	4

３
	月
	1

31
	日
	京都府立医科大学附属病院修練医（第二内科）

	平成
	12

16
	年
	4

３
	月
	1

31
	日
	京都府立医科大学院医学研究科統合医科学専攻

（主科目：第二内科学）

	平成
	16
	年
	４
	月
	1
	日
	京都府立医科大学研修員（循環器内科学）　　

	
	
	年
	
	月
	
	日
	　　　　　　　現在に至る。

	
	
	年
	
	月
	
	日
	

	職　　　　　　　　　歴

	平成
	８

10
	年
	５

３
	月
	29

31
	日
	京都府立医科大学附属病院研修医（第二内科）

	平成
	10

11
	年
	4

３
	月
	1

31
	日
	済生会京都府病院勤務（内科）

	平成
	11

12
	年
	4

３
	月
	1

31
	日
	京都府立医科大学附属病院修練医（第二内科）

	平成
	16
	年
	４
	月
	1
	日
	湖北総合病院勤務（内科）

	
	
	年
	
	月
	
	日
	　　　　　　　　　現在に至る。

	
	
	年
	
	月
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論　文　内　容　の　要　旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論文提出者氏名　○　○　○　○
論　文　題　目
　　　Proton nuclear. magnetic resonance studies on brain edema
論文内容の要旨
　脳浮腫に関する研究は従来から数多くなされているが、その本態である増加した水分子そのものの動態に関してはあまり知られていなかった。一方最近1H核磁気共鳴法（NMR）が生体系に適用され始め、組織中の水分子の存在状態や易動性を解明できるようになった。著者はこの方法を脳浮腫研究に導入し、脳浮腫病巣の水分子の動態の解明を行うことを目的とした。
　Wistar rat 381匹を用い、2種類の実験的脳浮腫を作成した。Vasogenic brain edemaとして、硬膜上から－80℃の銅柱を当てて作成したcold injury edemaを用い、cytotoxic typeとしてTriethyl tin（TET）1mg/kgを7日間腹腔内投与して作成したTET中毒を用いた。両群とも5～7匹づつ経時的に大脳を摘出し、手術用顕微鏡下で皮質と白質に分けて試料とした。各試料を直ちに直径1cmのNMR管に入れ、JEOL PFT－100NMR spectrometer（1H共鳴周波数100MHz）で1H緩和時間の測定を行った。縦緩和時間（T1 ）は180°－γ－90°pulseによるinversion recovery法で2秒間に14点の測定を行い算出した。横緩和時間（T2 ）はMeiboom－Gill pulse系例で800msまで観察した。得られたechoの減衰を片対数にプロットした。これが直線である場合にはその勾配からT2値を算出した。非直線である場合には少なくとも2成分より成ると考え、cold injuryでは200～300ms、TET中毒では400～500msで第一のregression lineを引き、その勾配から遅い成分のT2値を算出した。次いで最初の片対数プロットから第1のregression lineを感じて再びプロットし、この勾配から遠い成分のT2値を算出した。別のシリーズで乾燥重量法にて脳組織水分含有量を測定し、T1、T2との関係をみた。
　正常群では、T1は皮質で1146±23ms、白質で1078±48ms、T2は皮質で76.4±2.0ms、白質で75.6±2.1msであった。脳組織水分含有量は皮質で平均80.1%、白質で77.6%であった。
　cold injury群では、損傷側でT1は3～6時間後から延長が認められ、24時間後に皮質で1284±46ms、白質で1184±51msの最大値に達した。その後T1は徐々に短くなり、5～6日後に正常に戻った。反対側ではT1は白質で24時間後に軽度延長を示したのみであった。T2は損傷側で2時間後より延長し始め、4時間後からは遅い成分と速い成分の2成分に分かれた。遅い成分は24時間後に90～105msの最大値に達して、その後徐々に速くなり7～8日目には正常に戻った。反対側では白質で24～48時間後に2成分に分かれ4日後には元に戻った。反対側皮質では終始変化は認められなかった。水分含有量はT1、T2の変化とほゞ平行して増減が認められた。
　TET中毒群では、T1はTET投与3日目から白質で延長が始まり、7日目に1250±30msの最大値に達した。その後徐々にT1は速くなり49日目に元に戻った。T2は3日目から白質で延長し、2成分に分かれ始めた。7～8日目に最大となり、遅い成分は400～500ms、速い成分は70～75msになった。その後両成分とも徐々に速くなり49日目には正常の1成分となった。水分含有量も白質のみで増減が認められ、T1、T2の変化とほゞ平行した。
　以上の結果より、脳浮腫病巣のT1、T2の変化の特長をまとめると、(1)脳浮腫の進行と共にT1、T2が延長する。T2は遅い成分と速い成分の2成分に分かれる。(2)これらT1、T2の変化は可逆的で、脳浮腫の消退と共に正常に戻る。(3)T1よりもT2の変化量の方が大きい。(4)cold injuryとTET中毒の2つのtypeの脳浮腫で、水分含有量は同じでもT2の変化の程度が異なる。即ち、TET中毒の白質のT2の遅い成分は、最大変化時にcold injuryの皮質のそれよりも4～5倍の延長が認められた。この相違は両typeの浮腫液の性状の違いに起因すると考えられた。cold injuryの脳浮腫液中には血漿由来の蛋白質が多く含まれているが、TET中毒ではほとんど含まれていない。そのためcold injuryでは大量の蛋白質にて水分子の動きが制限され、TET中毒よりもT2値が小さくなったと考えられた。
　さらに詳しい分析のため、脳浮腫生成中のT1及びT2値の逆数と水分含有量との関係を調べた。T1の逆数と水分量とは2つのtypeの脳浮腫ともに同一の直線関係になった。T2では遅い成分の逆数で検討したが、TET中毒の白質では水分含有量と直線関係にあるが、cold injuryの場合、損傷側で最初の2～4時間は急な勾配を示し、その後はなだらかな勾配を示した。この所見から、TET中毒では脳浮腫生成中、浮腫液の増加とその性状は一定であるがcold injuryでは初期の数時間中は増加してくる浮腫液中の水分子は比較的自由に動けるが、それ以後は蛋白質の増加が多くなり、動きが制限されてくるのであると考えられた。
「紹介教授」とは、他大学の教授指導を受けている他大学の教員が本学の教授の紹介により本学に学位を申請する場合の本学の教授のことである。





申請前に、教育支援課大学院係まで


必ず研究歴の確認をすること。





京都府立医科大学附属病院研修医（小児科）　　
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この論文目録は全教授に配付する物ですから、丁寧に記入してください。


記述方法　：


注）　ワープロ等により作成すること。


１　著書名は全員を掲げ、年号は西暦とする。


２　記述順序は、［雑　誌］著書名（全著者名）．題名．雑誌名　年号；巻：最初頁－最後頁．


　　　　　　　 ［単行本］著書名（全著者名）．題名．編集者名．書名．発行地名：発行所名，年号；最初頁－最後頁．


３　雑誌の省略はＩｎｄｅｘ　Ｍｅｄｉｃｕｓ（毎年多少の変更があるので注意すること。毎年１月号にリストされる。）


　及び医学中央雑誌略名表によるものとする。いずれにも該当しないものは略さずに記載する。


４　参考論文（＝関連論文）とは、申請者が筆頭著者もしくは共著者になっている論文のこと。主論文もしくは参考論文が


SCIに搭載されている論文であれば、参考論文は１編以上あればよい。








期間を記載すること





この対応関係に注意！





できあがり！








